
令和5年2月18日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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Ｃ

Ｄ

４：
９０％
以上
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Ｃ

Ａ

４：
９０％
以上

Ｄ

３：
８０％
以上

２：
７５％
以上

１：
７５％
未満

B

・児童アンケート(回答数５２８名)の結果
は、８１％であった。校舎増築のため校
庭の一部が使えなくなり、運動の機会
が減ってしまった。
・体力の向上に向けて「朝の体力アップ
タイム」や全校を挙げての「短縄運動」
に取り組んだ結果、体力テストの俊敏
性や持久力の向上に成果が表れた。
・５月と１０月の「早寝・早起き・朝ごは
ん」の取組については、結果を保健だよ
りで知らせた。
・食育については、食育担当教諭、家庭
科教諭、養護教諭、栄養士が連携し、
給食指導や食育の取組を進めた。１１
月から１２月にかけて食育週間を設定
し、全学級で食育の授業を行い、食へ
の関心をもたせた。

1

保護者アンケートで「教
職員は、子供たち一人一
人に熱意をもって教育に
当たっている」に肯定的
に回答した割合

児童アンケートで「自分
からすすんで運動をし
て、健康的な生活をして
いる」に肯定的に回答し
た割合

Ａ

0

児童アンケートで「毎日
の勉強が分かる」に肯定
的に回答した割合

1

0
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Ｂ

３：
８５％
以上

２：
８０％
以上

４：
９０％
以上

４：
８５％
以上

３：
８０％
以上

２：
７５％
以上

保護者アンケートで「学
校は、教育方針や教育
活動の様子を伝える努
力をしている」に肯定的
に回答した割合

目標に対する成果指標

２：
７５％
以上

４：
８５％
以上

0

4

1

0

5

4

学校関係者記入欄

8

1

令和４年度　大田区立蒲田小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

　大田区立蒲田小学校は、羽田空港に近く、多くの外国籍の方々も暮らす町として国際化の進む地域にあり、令和４年度は、通常学級18学級、特別支援学級(固定)３学級、日本語学級(通級)２学級を併設している。開校143周年を迎えた伝統のある学校として、地域の方々に支えられ、保護者も学校に協力的
である。
  また、平成15年度から、東京都教育委員会指定の人権尊重教育推進校として取り組んでおり、校内研究において各教科と人権課題、日常的な指導から人重教育を推進している。

児童アンケートで「先生
は、自分のことをよく見て
ほめたり、注意したりして
くれる」に肯定的に回答
した割合

8

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・保護者アンケート(回答数２２１名)の結
果は、９６％であった。学校だより、学年
だより、学級通信、ホームページなどで
日々の学校生活が分かるように、情報
発信をした。今年度から、学びポケット
の保護者連絡機能を活用した、学年、
学級ごとの情報発信を行っている。
・地域教育連絡協議会を年4回実施し、
授業参観、学校の取組、成果を報告し、
意見を伺った。児童の様子について
は、学力調査や体力テストの結果を
データとして示し、これまでの学校の取
組や課題について説明した。
・学校支援地域本部の協力を得て、教
育活動を充実させている。「朝遊び」、
「読み聞かせ」、「家庭科授業補助」、
「夏のわくわくスクール」等、児童が楽し
く学習できる活動を多く提供していただ
いている。

・学校、家庭、地域連携は大切であり、地域としては今までどおり
できる限り協力を行いたいと思っております。
・来年度からコロナ以前のレベルに戻れると思いますので、ますま
す児童が伸び伸びと学校生活を送れるようにお願いします。私が
自治会でも全力でサポートしますので、御一報ください。
・地域行事に参加できるように、地域としても更に子供たちに働き
かけ見守らねばならないと考えております。
・地域教育連絡協議会の中で、地域の方々がお話しているのを聞
くにつけ、この蒲田地区に住む方々の子供達への協力的、かつ好
意的な様子が見て取れました。学校を基盤としての繋がりが強く、
子供達に対して当然のように手を差し伸べていることからも地域
が子供を育てている事を感じます。小学校あっての絆なのでこれ
からも引き続きよろしくお願いします。
・コロナ禍の生活も評定に記入されたほうがよかったと思います。
児童教職員全て揃って蒲田小学校です。協議会を有効に利用、
使って、教職員の方々への負担を減らして、児童の発達力が増す
ように計画して運営をお願いします・

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。

B

３：
８５％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

3

２：
８０％
以上

１：
８０％
未満

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

１：
７５％
未満

4

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

4

3

4

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

・基礎基本の定着のために、一人一人にきめ細やかな指導の改
善や工夫に取り組んできた成果が表れているようです。また「自ら
考える力」に関しても、地域も子供の体験等で協力できたらと思っ
ております。
・先生方の工夫が想像できます。取組内容の第二項目の「チェック
シートの配布」の取組評価「３」で十分だと思います。「学期に２～
３回知らせた」の評価を得るためには、先生方の負担が増すばか
りと思いました。
・落ち着きのない子、集中する事が苦手な子、様々な子供達がい
る中で学習を教えるのはとても大変な事と思います。小学校にお
けるつまずきをなくすための補習により、どれだけの子供が救わ
れているのかを考えると先生方の努力に頭が下がります。少しで
も多くの子供達が学ぶ楽しさを感じてくれると良いですね。
・基礎学力の定着を図り成果が表れている。
・こちらの評価も高過ぎませんか。８５％の４を付けるのであれば、
大田区学習評価はもっと高い値が出ることと思います。学習のつ
まずきに目が届いていない児童発見が一番求められているので
はないでしょうか。

・児童アンケート(回答数５２８名)の結果
は８８％であった。授業の計画段階で、
児童がつまずきそうな所や指導方法等
を学年の教員で検討して授業に当たっ
たことが、どの学級においても分かりや
すい授業の実施につながっている。
・基礎的・基本的な内容の確実な習得
を目指し、全学年で週２回、朝の時間に
国語と算数の「ステップ学習」を行って
いる。また、算数では年間２８０時間の
学習補助員の配置を受け、３年生以上
の学年で放課後算数補習教室や年２０
回の土曜算数補習教室を行っている。
・今年度実施した大田区学力調査では
学力定着の傾向が見られており、大田
区学力調査の結果を資料として「学習カ
ルテ」や「授業改善推進プラン」を作成
し、指導の改善と工夫に取り組んできた
成果が、少しずつ表れてきている。

8

2

Ａ

Ｂ

1

Ｃ

Ｄ

4

１：
８０％
未満

・道徳教育の充実、いじめ防止未然防止等、常に児童の心に寄り
添い理解し指導することで、安心した学校生活が送れていること
がうかがわれます。
・第二項目の取組は、先生方の過度の負担にならないように配慮
を願います。
・いじめに対する早い対応が最も大切であると思うので、これから
も早期発見及び対応をお願いしたいと思います。
・叱り方が難しい社会状況です。厳しすぎる叱り方は子供の心を
傷つけてしまい、かといって優しすぎては指導になりませんね。登
校ができなくなった子供達を戻すのは難しく、傷つきやすい子供へ
の対応は難しいと児童館でも感じています。何人かで一人を攻撃
する事はいじめにつながる事等、大人がアンテナを張ってその場
で注意することが望ましいですが、学校のように大人数に対して
行き届いた配慮をしなければならない先生の御苦労がしのばれま
す。
・児童理解に基づいた指導。
・学年にあわせた心の発達となる道徳学習を今後とも進めてくださ
い。外国籍又は海外からの児童のフォローを評定に記入されない
のは蒲田小の歴史が？ですが…。

・身体の基本となる体力の向上と健康増進への取組においても、
校舎増築で校庭の一部が使用できない中、他の方法で体力アッ
プを図り成果が表れたことは素晴らしいことです。
・校庭が更に小さくなってしまうので、児童へのアンケートの結果
の低下が懸念されます。運動会は蒲田中学校の校庭を借りるな
ど、近隣に学校があることを最大限活用して、児童の「スポーツを
楽しむ心の育成」向上に努めていただきたいです。
・体力テストの結果で向上が見られたというのはうれしいですね。
ゲームやパソコン等、家にこもりがちな状況が多い中、運動習慣
を定着させ数値として成果が出たのは素晴らしい事です。蒲田小
の子供達は動くことが好きで活発な印象があります。食を含めた
健康への意識は着実に上がっていると思われます。
・校舎増築工事による運動機会減→体力向上に向けた取組の成
果大。
・校舎増築と運動機会減少を結びつけるのは大人の理由ではな
いでしょうか。遊びも学習ですから、評定を記すときは注意してくだ
さい。

・全教職員が一体となり協力し、一人一人の児童理解に努め、熱
意をもって指導してくださった事、また特別支援教育においても特
性に応じた指導を行っていることなどで、良質な環境がつくられて
いることがうかがわれます。
・特にコメントはありません。保護者のアンケートの結果もほぼ
100％に近いので、引き続き現在の教育方針を続けていただきた
いと思います。
・様々な取組を見て、いかに先生方が子供達のために日々学習を
しているかが分かります。また、保護者アンケートの結果にも理解
してもらえているのが分かりました。大変な状況は想像できますの
で、これからもどうか情熱を失わずに授業に当たっていただきたい
と思います。
・熱意を基に指導している。
・保護者アンケートが良好に出ている事は素晴らしいと思います。
教員の授業力向上は、実は若手より中堅、ベテランのレベル低下
が問題視されています。この点は管理職の姿を上手く活用して全
体のレベルUPと、新教育に着手を早急に進めてください。

4

4

3

4

4

4

4

4

・児童アンケート(回答数５２８名)の結果
は９１％であった。学校では、日々の生
活の中で児童の様子を見取り、一人一
人の発達や実態に合わせて「ほめる」
「しかる」「励ます」等、児童理解を基に
した指導・支援を行ってきたことが、児
童の安心につながっている。
・道徳教育推進教師が大田区や東京都
が主催する道徳指導充実のための研
修会に参加し、校内に広めた。１０月１５
日には全学級で道徳の授業を公開し、
家庭や地域と連携して児童の道徳心を
育んでいくことの大切さを発信した。
・年２回の「こどもの心サポート月間」に
学校生活調査やスクールカウンセラー
等による面接を行い、児童の心に寄り
添う指導を行っている。
・いじめ防止対策委員会を開き、いじめ
の未然防止や早期発見のための取組
や、いじめ発生時の加害、被害児童へ
の指導や心のケア等について検討し、
組織的に対応している。
・問題行動、不登校児童等に関する
ケース会議を設け、スクールカウンセ
ラー、子供家庭支援センター、スクール
ソーシャルワーカー、児童相談所、医療
機関等と連携して対応している。

4

4

4

・保護者アンケート(回答数２２１名)の結
果は、９６％であった。
・授業公開日のアンケートで寄せられた
意見を全教員で共有し、課題について
は改善策を立てて教育活動に当たっ
た。
・教員の授業力を向上させるため、若手
教員に対して各教科の主任教諭が授業
づくりについて指導する校内研修を行っ
た。教科の指導について若手教員が主
任教諭に相談して取り組める体制を作
ることができた。
・他校の優れた教育実践を校内で活用
するため、各種研究会に教員を派遣し、
内容を伝達する研修を年間１２回行っ
た。
・特別支援教育校内委員会を毎月行
い、障害の特性に応じた指導について
検討した。毎日の担任の指導に生かす
とともに、教員全体で指導ができるよう
に児童理解に努めた。

３：
８５％
以上

２：
８０％
以上

１：
８０％
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

4

児童アンケートで「学校
やクラスのために良いと
思うことは、協力して行っ
ている」に肯定的に回答
した割合

４：
８５％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

4

・多くの外国の方が暮らし、国際色豊かな地域であり、言葉・生活
習慣の違い等、特に教育現場は難しいこともあるのではないで
しょうか。しかし、いろいろなことに配慮しながら人権教育に取り組
み、充実した学校生活が創られているように思われます。
・コロナ禍で教育指導に制約がある中で、学校の先生方は一生懸
命に課題に取り組んでこられたと思います。
・日々のタブレット使用がとてもスムーズに行われている様子で、
コロナがありましたがこのような形で子供達にとってプラスになる
事もあると感じました。
・タブレットについては子供達に浸透している事が学童の子供達を
見て分かります。家庭環境含め、タブレットの勉強は困難と思われ
ましたが利用は進んでおり、子供達が適応している様子を見ると
時代が必要としている現状を感じます。英語指導についても小学
校からの経験は保護者にとってもうれしいもので、学校で体験をさ
せてもらえるのはとてもありがたい状況でしょう。こうしたことを学
習に取り入れていることは、子供達の成長に大きな期待を抱くこと
ができます。
・生活指導について87％。
・ICT利用と授業のオンライン化などの評価は高過ぎの値を付け
ていると思います。やったぞ！ではなく、一歩一歩進んでいく姿を
忘れないでください。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

4
３：
８０％
以上

Ｂ 1

Ｃ 1

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

4
１：
７５％
未満

Ｄ 0

4

・児童アンケート(回答数５２８名)の結果
は８７％であった。東京都人権尊重教育
推進校として、日常的な指導から人権
感覚を身に付けさせている。今年度は
特に学級活動の指導に重点的に取り組
んだことが、協力して生活できる児童の
姿に結びついた。
・外国語の指導では、児童が外国語教
育指導員と直接触れ合う楽しい授業の
実施に努め、英語でのコミュニケーショ
ン能力を向上させた。
・「ものづくり」では、観察、実験、作品の
制作活動等の学習を多く取り入れ、体
験を通して創意工夫して取り組むことの
楽しさや物事の共通点や相違点を発見
する面白さに気付かせることができた。
・日々の授業でタブレットを情報の検索
や情報の整理、情報の交換のための
ツールとして積極的に活用した。また、
新型コロナ感染症等で自宅で過ごして
いる児童に対して授業のオンライン配
信を行い、学習の機会を提供した。情
報モラルについては引き続き指導を
行っていく。

Ａ 8


